
＜ＪＡバンク中央アカデミー＞
全国研修のご案内
「企業融資実践研修」
　　～ ケース・スタディを通じ企業を見る（分析・審査）力を強化する講座
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· 研修のねらい（こんな時）

信連等で企業融資を担当する職員の皆さんに、４日間の研修を４回実施する中で、多くのケース・スタディ等を通じ、財務分析、融資審査、経営改善計画策定等、企業を分析する力を強化することを主眼に、融資全般にわたる幅広い知識・スキルを身に付けていただくことをねらいとしています。
· 想定する受講対象者

信連等の企業融資を担当する職員
（１年程度の融資業務経験（もしくは同等の知識）、および税務・財務にかかる基礎知識（各4級程度）をお持ちの方を想定しています。）
· 考え方（研修の骨格）

第１回目は、①企業審査の考え方、決算書の仕組み、財務分析の基本を学ぶとともに、②税務申告書や青色申告書等の企業融資への活用方法等を学習します。第２回目では、③企業の資金繰り分析について、ケース・スタディを交え学習するとともに、④事例を活用した粉飾決算の見分け方や資金使途の検討方法を学びます。
以上により、基本的なスキルを習得した後、第３回目では、⑤業種別の審査方法を学んだうえで、⑥経営改善計画の作成等により業績悪化企業支援に向けたスキルや指導力の積上げを図るとともに、農林中央金庫職員から、⑦倒産事例から見た取引先管理（仮）について説明を行う予定です。
第４回目では、⑧研修全体の取りまとめとして、ヒト・モノ・カネ等の定性要因分析の具体的方法を通じ、「目利き力」の向上を図るとともに、⑨中小企業の会計等にかかる直近の動きを補足のうえ、全体の振返りを行います。４回の研修を通じ全体として企業分析・評価等に必要な知識・スキルを身に付けていただきます。
· 関係者の声


· 研修プログラム（予定）　※ 内容や順番等が変更となる場合があります。
	
	＜第１回＞
	＜第２回＞
	＜第３回＞
	＜第４回＞

	
	セッション名
	セッション名
	セッション名
	セッション名

	【１日目】

	9

12

13
19
	（8:50集合）
	（8:50集合）
	（8:50集合）
	（8:50集合）

	
	＜開講＞
企業審査について

	決算書から見た企業の資金繰り
・財務比率分析

・資金収支表分析
	業種別審査の着眼点
・業種別資産構成と
収益構造　等
	定性要因分析
～ヒト・モノ・カネ

	
	決算書の基本的仕組み
決算書ができるまで
財務分析の基本　等
（17:30終了）
	（つづき）

・資金運用表分析

・キャッシュフロー分析

（17:30終了）
	（つづき）

・製造業と販売業の
事例研究　等
（17:30終了）
	ケース・スタディⅢ

（印刷業）
（17:30終了）

	
	（経験交流）
	－
	－
	－

	【２日目】

	9

12

13

18
	貸借対照表の見方

企業の履歴書の読み方

	資金繰り表分析
	経営改善計画の作成と実施のポイント
～損益分岐点分析
	（つづき）
・定性要因の見方と設備
資金融資の可否判断

	
	（つづき）

製造原価明細表の見方

生産収支分析　等
（17:30終了）
	粉飾決算の見分け方

（17:30終了）
	経営改善計画作成の流れ
（17:30終了）
	（つづき）

（17:30終了）

	
	
	
	
	

	【３日目】

	9

12

13

18
	生産分析
労働生産性分析

付加価値分析　等
	資金使途の検討
・運転資金の妥当性

・設備資金・投資効率判断
	ケース・スタディⅡ
（物品販売業）

・商圏分析、店舗施設
分析　等
	目利き力向上
・新規開業の見方

・事業計画書の作り方

	
	（つづき）
販売分析
（17:30終了）
	ケース・スタディⅠ
（建設業）
（17:30終了）
	（つづき）
・設備資金融資可否判断と
経営改善収支策の策定
（17:30終了）
	（つづき）
（17:30終了）

	
	
	
	
	

	【４日目】

	9

12

13

16
	税務申告書の見方


	（つづき）


	（つづき）


	中小企業の会計

・会計基準

・税制改正等最近の動向

	
	青色申告書・確定申告書の見方

～法人との違い

（アンケート）
	（つづき）

（アンケート）
	倒産事例等から見た
取引先管理（仮）

（農林中金審査部）

（アンケート）
	全体振り返り

（アンケート）

	
	（15:40解散）
	（15:40解散）
	（15:40解散）
	（15:40解散）


（注）第1回の１日目の研修終了後「経験交流会」を開催いたします。

· 募集人員
　　　定員　３０名
· 　応募人数が定員を上回った場合は、受講をお断りする場合がありますので、予めご承知おきください。（受講をお断りする場合は、開講の1カ月前までにご連絡します。）
· 　正式なご案内は、事務の都合上、3週間前頃の送付となりますので、1カ月前までに連絡がない場合はお申込みいただいた内容で受講準備をお進めください。
· 日程（各回とも４日間）
	
	日程
	会場
	宿泊場所

	第１回
	平成30年 6月5日（火） 9:00

  ～8日（金）15:30
	農林中央金庫

品川研修センター
	農林中央金庫

品川研修センター

	第２回
	平成30年 8月28日（火） 9:00
　～31日（金）15:30
	農林中金アカデミー

研修室
	近隣ホテル等（注）

	第３回
	平成30年10月16日（火） 9:00
　～19日（金）15:30
	農林中金アカデミー
研修室
	近隣ホテル等（注）

	第４回
	平成31年 1月22日（火） 9:00

　～25日（金）15:30
	農林中央金庫

品川研修センター
	農林中央金庫

品川研修センター


※ 宿泊場所が品川研修センターの場合も、人数の関係で近隣ホテル等での宿泊となる場合があります
ので、予めご承知おきください。

   (注)第２回、第３回研修は、期間中近隣ホテル等での宿泊となりますので、各自でご手配をお願いいたします。(ご参考までに「近隣ホテルＭＡＰ」を添付します。)
＜集合日時＞

　第１回、第４回　：　研修開始日前日の21時00分集合。

　第２回、第３回　：　研修開始日当日の8時50分集合。

· 参加費用（予定）（消費税込）
	
	第１回
	第２回
	第３回
	第４回
	合計

	受講料
	178，300円
(教材費込)
	―
	―
	―
	178，300円

	宿泊代
	4，000円
	―
	―
	4，000円
	　　8，000円

	食事代
	8，400円
	6，480円
	6，480円
	8，400円
	29，760円

	合計
	190，700円
	6，480円
	6，480円
	12，400円
	216，060円


· 申込みの方法
５月２日（水）までに以下の方法でお申込みください。
	お申込み
	申込方法

	信農連・１ＪＡ県ＪＡ
	「研修申込・履歴管理システム」によりお申込みください。


以上

平成30年度





信連等の企業融資伸長に向け、財務分析や融資審査等にかかる知識・スキルを向上させたい方。





 信連等の企業融資担当部署で１年程度の実務経験をお持ちの職員の方のご受講をお奨めします。











○ 日程：（４日間×４回）





（第１回）平成30年 6月 5日（火）8:50 ～  8日（金）15:40


（第２回）平成30年 8月28日（火）8:50 ～ 31日（金）15:40


（第３回）平成30年10月16日（火）8:50 ～ 19日（金）15:40


（第４回）平成31年 1月22日（火）8:50 ～ 25日（金）15:40





○ 場所


（第１回，第４回）農林中央金庫品川研修センター（宿泊場所も同じ）


（第２回，第３回）農林中金アカデミー研修室（宿泊場所は近隣ホテル等）





（森田講師から）


当研修は融資業務のスタートから目利き力の向上まで、企業実態を把握する方法等について順を追って16日間で習得して頂くことを目的としています。


項目ごとに座学で理論を学んで頂いた後、理解を一層深めるため、更に一番大事な点である日常の仕事の中で実践できるよう、実例に基づいた多くのケース・スタディを、個人或いはグループ単位で行って頂きます。








（昨年アンケートから）


○ 普段の実務において、今まで見落していた点や気にしていなかった点の重要性をこの講義で学ぶことができた。


○ 今回(2回目)からグループワークも始まり、知識を知恵として使うための練習を行えて良かったです。他信連さんの融資のスタンス等を聞くことができて参考になりました。


○ 全４回の研修であり、さまざまな知識の習得や事例を学ぶことができ、非常に有意義な内容・研修であった。





 





研修講師紹介


森田　隆　（もりた　たかし）


＜略歴＞　中小企業金融公庫（現日本政策金融公庫）を経て、㈱経営ソフトリサーチ勤務。平成25年4月同社を退職し、独立。中小企業への事業資金の融資を基本テーマとする企業融資関連の研修講師として活躍中。





【本件にかかる照会先】


株式会社　農林中金アカデミー　全国研修部　石郷岡・久野・伊藤


（電話　０３－３２１７－３０６０，３０６２）








